
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

平成31年1月10日、新たなホット
トレーニング施設設置のため、旧コ
ンテナ利用型施設を解体・撤去… 

 

 

 

 

2 月 19 日、いよいよ新たな施設
の設置開始！ 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

予防査察・危険物科第３期では、12月３日の
入校から３週間にわたり、実質13日間に及ぶ
専科教育が実施され、19日、第３期生45名全
員が無事に課程を修了しました 
  

特に、修了式前日、12月18日は、寒い中、
静岡市消防局の格別の協力の下、静岡市の
繁華街において立入検査実習を行いました。 

 
静岡市消防局の査察課の方からは、入校生

の皆さんがしっかり準備をされていたということ
で、午前中の研修から実習まで円滑に実施で
きたとのお話がありました。 

理化学実験  
関講師の講義 検査においては特段問題のある事案はなか

ったとのことです。静岡市消防局が長年、定期
的な検査を実施してきた、その成果と言えるの
とではないかと思います。地道な活動の大切
さ、そして、それを効果的に広く知らしめること
の必要性が強く感じられました。 

 
今回の教育訓練では、非常に多くの科目、

課題について、講義形式で受講することがほ
ぼ毎日続きました。 

 
県内の消防本部から講師としてお出でいた

だいた方々、消防庁などからの外部講師の
方々、全般にわたって、いろいろな講師の皆さ
んにいろいろな講義をしていただき、大変お世
話になりました。本当にありがとうございました。

研究発表 繁華街査察実習 

 

 

上級幹部科第 17 期には 12 名が入校しました。12 月４日から６日まで３日間という非常に短い期間ではありま
したが、修了生の皆さん、大変お疲れ様でした。各所属の管理監督者として活躍され、また苦労をされている
方々が一同に会して合宿による教育訓練を行ったことは、大変意義のあることと思っています。 

今回の上級幹部科では、業務管理、人事管理、危機管理に必要な知見と、職責の遂行に必要な判断力等を
備えることにより、組織全体を円滑に管理運営できることを目標に、カリキュラムを編成しました。 

管理職として担うべき役割、責務、なすべき人事管理、業務管理、そして危機管理と、受けられた講義はそれ
ぞれ良い刺激となり、気づきを与えてくれたのではないでしょうか。 

ここ消防学校における３日間が、日常業務、現場から離れて、消防全般、そしてそれぞれの所属の業務、組織
の現状や課題を客観的に見る機会になったのであれば幸いに思います。 

消防力の向上、或いは健全な組織の維持、体制の強化を図っていくには多くの課題があります。修了生の皆
さんが所属において、消防の現状や社会的責任を常に念頭に置き、高い倫理観と強い責任感を基本として、こ
こ消防学校で学んだことをぜひ生かしながら、指導力を大いに発揮し、自身の職責を果たしてもらうことを期待し
ます。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消防団員 12月8日(土)、9日(日) には、消防団員幹部教育 指揮幹部科 分団
指揮課程 第４期が実施され、県内多くの市町の消防団から、50 名近い
団員が入校しました。 分団指揮課程 

  
消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図るため、実践的な教育

訓練により、分団指揮者となる者に部隊を取りまとめる知識・技術の修得を図り、
消防団全体の災害対応能力を強化することが求められていることから、この分団指揮課程は、分団指揮者と
しての職責をしっかりと自覚してもらうこと、そして、消防団の管理運営と活性化、更には各種災害発生時にお
ける分団の管理運営と効果的な現場活動の在り方についての知識、技術を修得してもらうこと、それらをねら
いとして２日間の教育訓練を実施しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課程を修了した皆さんには、火災や大規模災害に対応すべく、消防団員の訓練指導を含めた日頃の団、
部隊の管理運営を適切に担うとともに、災害の現場において指揮を執り、団員の安全を 
確保しながら、的確な現場活動を行うことを期待します。 

  

 

 
大規模化、複雑多様化の傾向にある自然災害や火災・事故に的確に対応

するため、消防・救急の広域化、連携・協力の推進や、緊急消防援助隊の充
実と機動力の整備、更には消防体制全体の強化として消防団の充実、救急
業務の高度化、予防査察の徹底などに積極的に取り組むことが求められてい
ます。 

一方で、団塊の世代の退職等、職員の大量退職の時期が続く昨今、50 歳
以上の職員が年々減少し、平成 20 年度以降の採用職員が大幅に増加して
います。 

火災件数そのものやベテラン層の職員の減少により、火災現場の経験に
基づく消火、検索、救助等の専門的知識と技術を伝承することが難しくなって
おり、現場経験の少ない職員の増加による災害対応能力の低下が懸念され
ています。 

 
このような情勢を踏まえ、消防学校では、消防職員の災害対応能力等の向

上を図ることが急務であると考え、実践的訓練の充実強化、それに大規模災
害時に必要不可欠な緊急消防援助隊に関する教育、更には最新の資機材
である小型無人機・ドローンに関する操作研修を織り込んで、本年度から新た
にこの講習を実施することといたしました。 

今回の講習は３日間（12 月 11 日～12 月 13 日）という短い期間でありましたが、
入校生には「テロ災害」「緊急消防援助隊」「小型無人機」に関わるもの、また「大規
模災害図上訓練」や「実火災体験型訓練」など、密度の濃い講義や訓練を受けて
いただき、最先端の知識や技術を修得してもらいました。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救急業務における心構えや基礎的な知識・技術はもとより、応急処置等に必要な専門的な知識・技術まで修得し
て、救急科の課程を修了することにより、救急隊員としての要件を満たすことになりますが、社会情勢の変化等により
多様となる救急の現場においては、状況に応じた、様々な判断が求められ、かつ、適切かつ迅速な対応や処置が必
要となってきます。今回の救急科を通じて培った知識・技術を生かす判断力と更なるスキルアップが求められるという
ことです。 

 
「高い志」を失うことなく更なるレベルアップを図り、今後積み重ねていく「経験」を通じて、県民の生命・身体・財産

を守ることにぜひつなげていただきたい。そして、多くの救急救命士が輩出されることも大いに期待しています。 

 

 

新年を迎えました。 

昨年は消防殉職者、更には本校に設置される「静岡県

消防殉職者顕彰碑」について改めて認識する年でありま

した。 

仕事始めの 1 月 4 日、顕彰碑への献花を行い、新たな

1 年が良き年でありますよう祈りました。 

顕彰碑への祈りが今後も続けられますように…。 

  

 

消防職員専科教育 救急科第 28 期 119 名は、新しい年が明けてまもなくの１月８日に入校し、２月 2８日まで、病院
実習等を含めて実 36 日間、県内外の医師、助産師、救急救命士といった医療に従事する方々のほか、法律、社会福
祉などの様々な分野の専門家の方々から、救急隊員として必要となる、高度で専門的な知識と技術の教示、指導を受
けました。 

 
早朝体育 修了式 分娩介助 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふっこう

 

 

 

火災調査科（第 43期）

 

 

 

火災調査科第 43 期は、３月４日から２週にわたって教育
訓練が行われ、入校した 44 名は課程を終始熱心に受講
し、3 月 15 日全員無事に修了式を迎えました。実質 10 日
間という短い期間ではありましたが、本年度の本校における
消防職員の教育訓練を見事に締め括ってくれました。 

 

 

火災調査科は、平
成 25 年度から昨年
度までに 75 名の警
察職員を受け入れ
て「合同研修」という
形で実施してきまし
たが、今年度は、警
察本部の諸事情に
より警察職員の入
校がなく、消防職員
のみでの実施となり
ました 

  

 

夏の台風で被害があった宿泊棟の壁掛け大時計
が３月７日にようやく復活！再び本校の屋外訓
練の様子を静かに見守ってくれます。 

３月 11 日、澤野学校長は特命により岩手県山田町に赴き、「東日本大震災
大津波 山田町犠牲者８周年追悼式」に出席。 

被災地では、新たな防潮堤や住宅の新築、鉄道・道路などのインフラ整備が
急ピッチに進み、新たな景色が次々と姿を見せており、三陸鉄道リアス線の３
月 23 日開通、ラグビーの街「釜石」を後押しするラグビーワールドカップ開催な
ど明るいニュースはありますが…。 

式典当日、傘もさせないほどの暴風雨の中、お集まりになった被災者の皆さ
んは、８年経った今、どのようなお気持ちでいらっしゃったのでしょう。 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

２月下旬、来校した台湾消防の皆さんを学校周辺の早咲きの桜も
迎えてくれました。 

台湾全土を所管する台湾内政部消防署訓練センターと静岡県消防

学校の教官同士の交流を促進し、双方の消防力向上を図るため、下

記のとおり訓練センターから李センター長、教官等９名が消防学校

を訪問しました。教官同士の初の交流です。 
 また、逆に３月中旬に本県から消防学校教官３人と県内女性消防

吏員２人を講師として台湾内政部消防署訓練センターへ派遣しまし

た（詳しくは次ページその２を参照）。御協力いただきました県内消

防本部の皆様、ありがとうございました。お互いの技術等を学び、

相互に発展するため今後も交流を続けていきたいと思います。 
※ 台湾内政部消防署訓練センターとは台湾全土を所管する消防 
士等の訓練機関（日本の消防大学校に相当） 

 来静日：平成 31 年２月 26 日（火）～３月２日（土） 
 来静者：李 明憲（り めいけん） センター長、教官等９名 

主な視察スケジュール 
  ２月２６日（火） 
   消防学校視察 消防学校泊 
  ２月２７日（水） 
   消防学校での研修 消防学校泊 

（静岡県の初任科研修内容等を紹介、意見交換会等） 
  ２月２８日（木） 
   県内視察（富士山世界遺産センター等） 
   静岡市消防局駿河消防署視察 
  ３月１日（金） 
   静岡県中部地区消防会 大規模災害対応訓練視察（藤枝市内） 
   県庁訪問（危機管理部幹部との意見交換ほか） 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
台湾は、日本の消防組織が少しずつ改善や検討を行っている内容について、既に教育を行い、

現場に導入し、先進的な取り組みを行っていると感じました。特に、人命救助の技術面、及び
ＩＴを活用した活動の効率化に関しては、日本よりも優れている部分が多く見られました。 
 一方、日本は、職員の事故事例、大規模災害等を教訓として安全管理や職員の育成に力を入
れていることに加え、日本人としての真面目さ、勤勉性が規律正しい行動や資器材の愛護精神
に繋がっており、危険要因しかない災害現場においても、積極的な安全管理及び強い指揮系統
により、複雑な有機的組織活動を行う中でも職員の受傷事故件数を減少させています。 
 また、規程やマニュアル等を作成し、消防職員が共通認識の下で活動できるよう整備されて

おり、これは、日本の消防組織が他国に誇る「独
自の伝統」でもあると感じました。 

１週間の滞在中、内政部消防署訓練センターの
職員を始め、出会った全ての人が、私達に親愛と
敬意を払って接していただいたことに心から感
謝しています。 

今後も交流を継続することで、両国の技術向上
に繋がるとともに、信頼関係の構築に大いに資す
ることを強く感じました。 

 
 

 消防学校教官 宮田真人平成 31 年３月 10 日（日）から 16 日（土）に、台湾交流事業

の一環として、消防学校教官３人と県内女性消防吏員２人が、

台湾内政部消防署訓練センターに講師として行ってきました。

消防学校教官 諸星大輔 
消防学校教官 松尾晋明 
静岡市消防局 齋藤弘美 
浜松市消防局 中島文子

いよいよ、出発の日。 
成田空港→桃園空港を 
経由し、台北市内に夜 
到着。 
 

1 日目【移動】 
台北市政府消防局長を表敬訪問し、 

２日目【台北市政府消防局視察】 

台北市の指令センターや新人隊員 
の訓練を視察。 

いざ訓練センターへ！厳かな開講式で緊張が解
けないまま、日本の消防の現状について説明。
台湾消防の現場活動を把握するため、研修生に
は火災想定訓練を実施してもらいました。 

３日目【内政部消防署訓練センター】 
研修２日目。日本の安全管理、現場指揮について
講義をした後、グループごとにＫＹＴ（危険予知
トレーニング）を実施。積極的で熱心に取り組む
姿勢に感心しました。 

４日目【内政部消防署訓練センター】 

研修３日目。日本の消防の特徴である三連はし
ご、三つ打ちロープについて講義をした後、実
際に三連はしごを使用して、日本人が考える安
全管理の理解を深めてもらいました。 

５日目【内政部消防署訓練センター】

研修最終日。車両・資器材に係る点検要領の講
義と、全体を通しての質疑応答を行いました。
なお、初任科生（台湾は１月から１年間入校）
が「トンネル火災」訓練を見せてくれました。
私達のために課外時間に練習していたそうで、
学生と教官に感謝!! 

６日目【内政部消防署訓練センター】

所
感

研修生を囲んで 
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★「消防学校ニュース」は静岡県ホームページの消防学校の案内・紹介の
ところに掲載しています。過去の分を含め、どうぞ御覧ください。 

 

静岡県消防学校 検 索 

 
 

消防団員 消防団の消火技術を高め、また、規律の維持、士気の高揚、団結力の強
化などにおいて大きく寄与しているのが消防操法、あるいは消防訓練礼式。 

３月 16 日(土)、17 日(日)には、その操法等に関わる教育訓練指導員の研
修の場である、公益財団法人 静岡県消防協会 主催の本年度第２回「教育
訓練指導員研修会」が消防学校を会場に開催されました。 

指導員研修会 
 

年度最後の校長挨拶を終えて 

澤野学校長 最終の制服姿 

 

 

本年度をもって所属へ帰任する教官も参加 

天候にも恵まれ、 

年度最後の教育訓練が 

屋外訓練場で 

繰り広げられました。 

 

佐野教官(富士宮:左)と酒井教官(静岡:右) 


